
No. 資料番号 ⾴ 種別 記⼊欄 回答 回答課 委員名

1 資料①－１ 1 質問
福祉に関する情報を得られる割合が改善しないのは何故か、
⼯夫要素は

福祉に関する情報を得られる割合は平成30年と⽐べ令和2年は3.8ポイント上昇しており
ますが、更なる改善が必要と思われます。今後の課題としては、既存の媒体だけではな
く、さまざまな媒体（令和2年からはLINEを活⽤）による情報発信を進めていきたいと考
えております。

福祉政策課 岩松委員

2 資料①－１ 1 質問 相談窓⼝を知っている回答者も減っている、理由と対策は
相談窓⼝を知っている割合は平成30年と⽐べ令和2年は1.2ポイント改善しております
が、今後につきましては、１の回答と同様、さまざまな媒体を使った情報発信をしていき
たいと思います。

福祉政策課 岩松委員

3 資料①－１ 1 意⾒
地域福祉活動の参加に地区社協の活動参加者が増えないのは
何故か（同じ傾向が続いている）地区社協の活動が地区の住
⺠の⽇常との会話がないのでは

同じ傾向が続いているのは、新たな活動参加者が限られていることが考えられます。コロ
ナ後の地域活動の再開に際しては、従前の取組みに加え、住⺠の興味・関⼼のある事業な
ど新たな展開を検討する必要があると思います。⾏政としては、地区社協の活動を積極的
にPRし、地域の実情に応じて新たな活動参加者の獲得につなげられるように努めます。

福祉政策課 岩松委員

4 資料①－１ 1 質問
地域活動の担い⼿の確保が出来ない理由は⼜その対策は

今回、福祉委員アンケートにおきまして共通したお悩みとして若い世代の担い⼿が不⾜し
ている状況が改めて浮き彫りとなっております。対策としては、こちらもアンケートのご
回答（⾃由記⼊欄）にありましたが、①社会福祉活動特に地区社協の活動をもっと知って
もらう努⼒②地域活動の担い⼿の多くが⾼齢者である。今すぐ働き盛りの⽅に期待するの
は難しいので、⼩学校や中学校の協⼒を得て地域活動の実態を周知し、もっと少しでも参
加してもらう。といった対策ができればと考えております。

福祉政策課 岩松委員

5 資料①－２ 1 質問
地域福祉推進の基盤づくりに於いてその評価理由がコロナ禍
の理由で低いとの事は、コロナ禍での推進⽅法の⼯夫が必要
ではないか、コロナ禍での⽀援⽅法

これまでの地域福祉の推進は対⾯による活動が当たり前となっておりましたが、コロナ禍
によりこの当たり前の対⾯による活動が事実上できなくなりました。⼀部の地区ではオン
ラインによるサロンの開催などが実施されましたが、⾼齢者が多いため、パソコンのスキ
ルが必要なオンラインサロンは市全体に広げていくことは困難な状況です。⼀⽅でワクチ
ン接種が進み、コロナに罹患する⼈も減少傾向にありますので、少しづつではあります
が、これまでのような対⾯での活動が増えていくのではないかと考えております。
依然として、第６波への懸念を拭い去ることは出来ないことから、コロナ禍での⽀援につ
いて検討を⾏っていきたいと考えております。

福祉政策課 岩松委員
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6 資料①－３
①『地域福祉に関す
る情報発信』

質問
情報の提供から令和3年発信法の⾒直し検討はどんな点が⾒
なおし対象でどんな検討なされるのか

令和2年度から「LINE」を活⽤した⾼齢者向けの配信（健康⻑寿）をしており、さらに、
いちかわ・みんなで⽀え合いアプリ（令和3年途中からいちかわ⽀え合いネット）として
⽣活上のちょっとした困りごとの解決について専⽤のサイトを⽴ち上げているところで
す。市公式Webサイトのリニューアルにあわせ、今後カテゴリー内の⾒直しも⾏い、必要
な情報にたどり着きやすいような⼯夫を⾏ってまいりたいと考えております。

福祉政策課 岩松委員

7 資料①－３
⑤地域ケアシステム
推進事業

質問
福祉コミュニティの充実の中で拠点の整備について現在の相
談機能を⾒直す考えはありますか
（相談件数から）

相談機能については、引き続き、地域におけるよろず相談の場として考えております。
相談件数は、地区により偏りが⽣じておりますが、コロナ禍でも安⼼して各拠点に来てい
ただけるように、消毒液の⽤意や⾶沫防⽌フィルムなどで拠点の整備を⾏っております。
また、相談員へ適宜情報提供を⾏い、適切な機関につなげられるよう⽀援してまいりま
す。

地域⽀えあい課 岩松委員

8 資料①－３
⑥『ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ(⽣活
⽀援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)の配
置』

質問
コミュニティワーカーの福祉コミュニティの充実に対して⾼
齢者⽀援（⾼齢者健康福祉）や地域福祉⽀援対する取り組み
の重要性特に健康寿命延伸等の考えと対応についての考えは

コミュニティワーカーについては、地域における⽀え合い・助け合い活動の充実を図るこ
とを⽬的として、市内4名を配置しております。⾼齢者の社会参加を促進することが、⾃
⾝の介護予防と健康寿命の延伸、更には福祉コミュニティの充実につながるものと考えて
おります。

地域⽀えあい課 岩松委員

9 資料①－３
⑦「学校と地域の連
携推進」

質問
⑦「学校と地域の連携推進」ACTION 「 〇コロナ禍でも連
携できる⽅法を研究し関係づくりを推進していく」は、どの
ような事を想定しているか教えて下さい。

各地区社会福祉協議会が実施する事業を、学校の校庭等の屋外で実施することにより、コ
ロナ禍でも感染対策に配慮しながら、児童や⽣徒、地域住⺠との相互交流につながるもの
と考えています。
また、ICTを活⽤し、Zoomを⽤いて会議等を開催するなど、コロナ禍においても地域住
⺠と学校との情報共有が図れる可能性があると考えています。

地域⽀えあい課 ⼩野委員

10 資料①－３
⑨「避難⾏動要⽀援
者対策事業」

質問
⑨「避難⾏動要⽀援者対策事業」CHECK 「名簿の活⽤⽅法
等の理解が不⼗分である」とのことですが、活⽤⽅法の具体
策を教えて下さい。

避難⾏動要⽀援者名簿の主な活⽤⽅法の例として、以下の流れで⾃治(町)会にご案内して
います。
１．⾃治(町)会内で、避難⾏動要⽀援者名簿の取り組み内容を共有する。
２．名簿情報を⾃治(町)会の役員等で共有する。
３．名簿登載者がどこに住んでいるのか把握する。（⺠⽣委員が情報を把握していること
もあるので、連携して活動することを推奨しています。）
４．顔の⾒える関係をつくるため、名簿登載者宅を訪問する。
５．個別⽀援シートを活⽤している。（必要とする⽀援内容や緊急連絡先などが記載され
ている書類のことです。）
６．防災訓練実施時、名簿登載者に声かけをする。

地域⽀えあい課 ⼩野委員
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11 資料①－３
⑪ 「ボランティア・
NPO活動の交流に関
する情報提供」

質問
⑪ 「ボランティア・NPO活動の交流に関する情報提供」
令和2年度は、情報誌を発⾏したかどうか、教えて下さい。

令和2年度は情報誌は発⾏しておりません。 ボランティア・NPO課 ⼩野委員

13 資料①－３
・17.地域活動の担い
⼿の確保と育成
・計画書77ページ

質問

・「⾼齢者⽣活⽀援サポーター養成研修」の内容とサポー
ターが活動する場所を教えてください。
・⾼齢者⽣活⽀援サービス提供団体は、どんな団体がどのく
らいあるか教えてください。

・「⾼齢者⽣活⽀援サポーター養成研修」の内容としましては、「⾼齢者の⼼と体の変
化」「⾼齢者の⽣活⽀援の基礎知識とポイント」「ボランティア活動の実際・活動先紹
介」として実施いたしました。また、サポーターが活動する場としては、①団体に所属し
て活動する。②⾃分たちで団体を作って活動する。③個⼈で活動する。をご提案しており
ます。
・⾼齢者⽣活⽀援サービス提供団体は、現在８団体あり、NPO法⼈、⾃治（町）会、地区
社会福祉協議会等があります。

地域⽀えあい課 稲尾委員

14 資料①－３
⑲『地域活動拠点の
整備(地域ｹｱｼｽﾃﾑ推進
事業)』

意⾒
地域資源の有効活⽤は地区社協の拠点及びサロンとの考え⽅
が過去続いているが地域活動団体（⾃治会など）との連携の
議論が必要ではないか

地域資源を有効に活⽤し活発化するには、あらゆる地域活動団体の連携も必要だと考えて
おります。各地区の状況に応じて、地域ケア推進連絡会等の場が、そのような地域活動団
体の連携の場となるよう、地域の皆様とともに、⾏政、社協、コミュニティワーカーで取
り組んでまいります。

地域⽀えあい課 岩松委員

 ・近年、少⼦⾼齢化、核家族化の進⾏などにより、地域社会が急速に変化してきていま
す。⼈間関係が希薄化し、地域では昔からあった「向こう三軒両隣」など隣近所との付き
合いや隣近所で助け合うといった場⾯も少なくなってきています。このため、地域で⽀え
合う新たなつながりや必要なサービスが総合的に提供される仕組みづくりが必要になり、
地域の再⽣を図り、誰もが住み慣れた家庭や地域で安⼼して⽣活し続けられるために「地
域ケアシステム」の仕組みが考えられ、平成13年度からスタートしました。
 地域ケアシステムは、市内14の「地区社会福祉協議会」が活動の主体となって取り組ん
でいます。地域ケアシステムの活動を推進するため、「地域での⽀え合い」「⾝近な場所
での相談」「⾏政の組織的な受け⽫体制」という3つの⾻格からなる基本的な考え⽅に基
づき、地域の課題を話し合う「地域ケア推進連絡会」の開催や活動拠点でのよろず相談、
⾞いすの貸し出し、地域情報の収集・発信など、地域住⺠や団体、⾏政が協働して福祉コ
ミュニティの充実を図るためのさまざまな取り組みを実践しています。
 特に菅野・須和⽥地区については、サロン活動も活動場所の⼈数制限が解除されたら再
開できるよう準備を進めています。お互いさま事業も協⼒員の募集を⾏うなど、開始に向
けて準備を進めています。
 ・各地区の資料については、社会福祉協議会へお問い合わせいただければと思います。

地域⽀えあい課 稲尾委員12 資料①－３
・16.地域福祉に対す
る意識の啓発
・計画書75ページ

質問

・地域ケアシステムの内容を教えてください。
（特に、⑨菅野・須和⽥地区について）

・社会福祉協議会に⾏けば資料はいただけますか。
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15 資料②－２ 1 質問

基本⽬標1「介護予防・⽣活⽀援」No.8 計画書p35
主要施策名「地域活動の振興」

 令和2年度の⽬標を
(400⼈)から50⼈にした理由を教えて下さい。

⽬標値の400⼈については、コロナ禍以前の実績に基づく値としており、令和2年度に
あっては、新型コロナウイルス感染症の影響によりシニアカレッジの開催を中⽌したこ
と、また施設の休館や活動制限を予定していたことから、⽬標数値を下⽅修正したもので
す。

地域⽀えあい課 ⼩野委員

16 資料②－３

・1.地域包括ケアシ
ステム推進協議会の
運営
・計画書27~28ペー
ジ

質問・提案

・地域包括ケアシステムの地域課題の優先順位1位は何か教
えてください。
・市川市地域包括ケアシステム推進委員会体制図は、図を逆
にした⽅が良いと思いますが。上部に市⺠(声・要望）を⼊
れた⽅が良いと思います。

・どれも重要だとは思いますが、⾼齢化率が右肩上がりの現状を踏まえますと、基本⽬標
としている介護予防と⽣活⽀援がより⼀層重要になっていると考えております。
・ご提案いただきありがとうございます。今後の参考にさせていただきます。

福祉政策課 稲尾委員

17 資料②－３
14『在宅医療・介護
連携推進事業(医療・
介護関係者の研修)』

質問
14「在宅医療・介護連携推進事業」
⼼不全⼿帖は、どんな⼿帖か教えて下さい。

⼼不全⼿帖は、⼼不全の⽅が⽇ごろの病気の管理のために活⽤するものです。
⼿帖には、⼼不全の病態や薬、運動療法、⻭科との関係、⾷事と栄養、リビングウィルな
ど様々な情報が掲載されており、加えて、⽇々の体調を記載するセルフチェックシートの
欄を設けています。このチェックシートは、ご本⼈だけでなく、⽀援に携わる医療・介護
の専⾨職の⽅々による記載が可能となっており、⼼不全の⽅の療養を、ご⾃⾝とともに多
職種が連携して関われるよう⼯夫しています。
現在、⼼不全患者の⾼齢化（推定患者︓65歳以上の約3割）が進んでおり、⼊院をきっか
けとした⽇常⽣活の低下や認知機能の低下により、在宅における疾患管理ができず、⼊退
院を繰り返すという課題があります。
⼿帖を通して、⼊院医療と在宅医療・介護が連携することで、⽇常⽣活の疾患管理が出来
ることを⽬的としています。

地域⽀えあい課 ⼩野委員

18 資料②－３

・16.認知症を医療・
介護の連携で⽀える
ための⽀援(認知症地
域⽀援推進員の配
置）
・計画書48ページ

質問・提案

・認知症地域⽀援推進員は、誰が兼務しているのですか。
・認知症カフェの推進、フォローはどのように実施している
のですか。
・今後の事を考えると認知症地域⽀援推進員は専属にした⽅
が良いのでは︖

・現在、認知症地域⽀援推進員には専任と兼任とがいます。兼任の認知症地域⽀援推進員
は、⾼齢者サポートセンターの職員が兼務しています。
・地域⽀えあい課の職員と認知症地域⽀援推進員とが中⼼となり、新しく⽴ち上げを検討
している⽅への相談⽀援、開催している団体の運営⽀援、新型コロナウイルスの影響によ
り活動を休⽌している団体への再開⽀援を⾏っています。開催している団体については、
開催の広報や当⽇の参加が主な⽀援となっています。
・専任の認知症地域⽀援推進員の配置を今年度より開始しました。今年度は４⼈の配置と
なっていますが、今後も増員を進めてまいります。

地域⽀えあい課 稲尾委員
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20 資料②－４ 1 質問
会、グループなどに参加している⾼齢者の割合が⽬標に満た
ないのはどんな理由か

会、グループなどへの社会参加や社会的役割を持つことが、⽇常⽣活の活動を⾼め、介護
予防につながると⾔われていますが、このような介護予防の考え⽅の周知が不⼗分であっ
たこと、また、魅⼒ある活動の場の創出が不⾜していたことなどが要因として考えられま
す。
なお、7期計画では、⽬標達成状況の指標として、⾼齢者全体を対象とした分析を⾏った
ため、43.1％となりましたが、8期計画では、国による指標の捉え⽅を基に、要介護の⽅
を除いて分析することとしており、その基準で⾒直ししますと62.7％の結果となります。

地域⽀えあい課 岩松委員

21 資料②－４ 2 質問
⾼齢者者サポートセンター相談件数の伸びから
対応するスタッフの体制に⽀障はないですか

市⺠サービスが低下しないよう、相談件数が多いセンターには増員する等対策を実施して
おります。
今後につきましても、適切な⼈員体制の確保に努めてまいります。

介護福祉課 岩松委員

22 資料②－４ 3 質問
⽣きがいを感じる⾼齢者の割合が低い理由はどんな事が考え
られますか

「⽣きがいあり」と回答している⽅は、⽣きがいの内容として⼦や孫（孫の世話、成⻑
等）、家族などを挙げていますので、年々、ひとり暮らし⾼齢者等が増えていることが、
悪化の主な要因と考えています。

福祉政策課 岩松委員

・県が主催する「キャラバン・メイト養成研修」の修了者がキャラバン・メイトとなりま
す。資格等の受講要件があり、市町村の事務局が受講希望者をとりまとめます。修了者は
全国キャラバン・メイト連絡協議会に登録され、市が登録情報の提供を受け活⽤します。
・認知症サポーター養成講座を受講した⽅を対象に年1回開催し、認知症についての知識
と理解をさらに深めるための講義と、認知症の⼈への対応や認知症サポーターとしての活
動について考えるグループワークを実施しています。平成29年〜令和元年には、希望者に
介護施設での実習を⾏い、実際に認知症の⼈と接する機会を設けました。新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、令和２年度は開催を⾒送りましたが、令和３年度は実習のない
形での開催を予定しています。
・ご提案いただきありがとうございます。平成28年〜令和元年にかけて福祉部の職員を対
象に講座を開催し、計136⼈が認知症サポーターとなっています。⾼齢化が進み認知症の
⼈が増える中、市役所において適切に対応できる職員を増やすことは⼤切だと考えており
ます。今後職員における認知症サポーターの割合を増やせるよう、講座の開催を検討して
まいります。

地域⽀えあい課 稲尾委員19 資料②－３

・18.認知症サポー
ターの養成・認知症
サポーターステップ
アップ講座の開催
・計画書49ページ

質問・提案

・キャラバンメイトはどのようにしたらなれるのですか。
・認知症サポーターのステップアップ講座はどのように実施
しているのですか。
・市役所において福祉・介護にかかわる課の⼈達は半数以上
がオレンジリングをつけるようにすべきと思いますが、いか
がですか︖
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No. 資料番号 ⾴ 種別 記⼊欄 回答 回答課 委員名

令和３年度第２回 市川市社会福祉審議会 質問等および回答票

第２回 市川市社会福祉審議会

令和３年12⽉27⽇（⽉）
追加配布資料

23 資料③－５ 1 質問

「②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進
めます。」p111
精神科病院⻑期在院者数が129⼈に、減少した理由を教えて
下さい。

精神障がい者の、地域⽣活への移⾏が進んでいる表れであると考えています。この数値に
ついては年々減少してきていますが、これは、以前から、障がい者を施設や病院で⽀援す
るのではなく、住み慣れた地域において⽣活していけるように⽀援していく、という⽅向
性がとられているためです。

障がい者⽀援課 ⼩野委員

24 資料③－６ 3 質問
(６)意思疎通⽀援事業
p135「要約筆記者設置事業」
 R2年度実績が217実利⽤⼈に増えた理由を教えて下さい。

具体的な要因までは分かりませんが、⼿話通訳、要約筆記が認知され、広がったというこ
とが考えられます。
なお、利⽤する⽅は増えましたが、コロナ禍の影響で外出の機会を全般に減らしている傾
向が他のサービスでもみられることから、延利⽤者数が伸びなかったのではないかと考え
られます。

障がい者⽀援課 ⼩野委員
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